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【概要】 

本稿では、近年の有配偶女性の非労働力化および労働力化という就業行動の変化を、リ 

ーマンショック後も含む景気後退局面と関連させながら、イベントヒストリー分析の手法 

を用いて分析した。その結果、妻の就業行動においては僅かではあるが夫の所得の低下は 

妻の就業を促進する効果を持っていること、そして非労働力化行動よりも労働力化行動に 

おいてやや顕著であることがわかった。 

以上の分析結果は、夫の所得補填のために妻の就業行動が変化しうることを示している。 

このことは、雇用機会が減る景気後退期に労働市場から退出することによって、失業率悪 

化のバッファーになっていると考えられてきた有配偶女性の就業行動変化について捉え直 

す必要性を示唆している。 

より効率的なジョブサーチや女性の働きやすい社会環境・職場環境の整備によって雇用 

のミスマッチを解消していくことが政策として望まれるであろう。 
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要旨 

本稿では、近年の有配偶女性の非労働力化および労働力化という就業行動の変化を、リ

ーマンショック後も含む景気後退局面と関連させながら、イベントヒストリー分析の手法

を用いて分析した。その結果、妻の就業行動においては僅かではあるが夫の所得の低下は

妻の就業を促進する効果を持っていること、そして非労働力化行動よりも労働力化行動に

おいてやや顕著であることがわかった。 

以上の分析結果は、夫の所得補填のために妻の就業行動が変化しうることを示している。

このことは、雇用機会が減る景気後退期に労働市場から退出することによって、失業率悪

化のバッファーになっていると考えられてきた有配偶女性の就業行動変化について捉え直

す必要性を示唆している。 

より効率的なジョブサーチや女性の働きやすい社会環境・職場環境の整備によって雇用

のミスマッチを解消していくことが政策として望まれるであろう。 

 

 

第１節 はじめに 
  

景気の変動に対して、家計はどのような行動で対応しているのか。景気後退に伴う労働

市場での人々の行動への影響は２種類あるとされている。一つは「追加就業効果」、もう一

                                                   
＊ 本稿の作成にあたり、樋口美雄教授（慶應義塾大学商学部）より格別の指導を賜った。また、「平成２２
年度パネル調査共同研究拠点ワークショップ」において討論者であった山本勲准教授（同上）からも有益

なコメントを頂戴した。加えて、小林淑恵氏（慶應義塾大学 GCOE研究員）をはじめ多くの方にもご助言
を頂いた。ここに記して感謝申し上げる。ただし言うまでもなく本稿に残りうる誤りは全て筆者に帰する

ものである。尚、筆者は、慶應義塾大学パネル調査共同研究拠点より「日本家計パネル調査（JHPS）」の
データ、慶應義塾大学大学院経済学研究科・商学研究科/京都大学経済研究所連携 GCOEプログラムより
「慶應義塾家計パネル調査（KHPS）」のデータの提供を受けた。 
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つは「就業意欲喪失効果」である。前者は、景気後退によってある世帯員の所得が低下し

た時、他の世帯員が新たに就業したり、労働時間を増加させたりすることにより所得低下

を補填するというものであり、後者は「追加就業効果」とは逆に、景気後退によって雇用

機会が減少するのを見て求職者が職探しを諦める（非労働力化する）というものである。 

通常、こうした二つの効果の影響に関しては有配偶女性が主に着目される。なぜなら、

日本家計での主たる稼ぎ手（基幹労働者）となっている夫の非労働力率はそもそも低く、

景気悪化の際も簡単に非労働力化しないという点と、彼らの大部分が正規社員としてフル

に働いている場合が多く、景気悪化で所得が下がった時に彼ら自身が副業などを持つこと

で所得の低下を補うことは難しいという点があるため、景気悪化による家計の就業行動変

化はむしろ有配偶女性に現れやすいと考えられるからである。例えば、景気後退によって

夫の所得が減少した際の補填として妻の労働供給が促進されるだろう。つまり、それまで

無業であった妻が新たに職に就いたり、あるいはそれまでも就業していた妻が労働時間を

延ばしたり、あるいは仕事を辞めることを諦めて就業を継続したりすることによって、家

計所得を増やそうとすると考えられる。 

しかし、これまで日本は女性の「就業意欲喪失効果」は強く、有配偶女性の就業行動は

景気に対してプロシクリカルな動きを示すと多くの研究で指摘され、労働市場における女

性のこうした退出行動が失業率悪化のバッファーになっているといわれてきた。2008年の

リーマンショックを契機に、日本の雇用情勢が統計上急速に悪化したことは記憶に新しい

が、果たしてこうした指摘は直近の景気後退局面にも当てはまるのだろうか。本稿では、

日本の家計行動を追跡調査した「慶應義塾家計パネル調査（KHPS）」や「日本家計パネル

調査（JHPS）」を使って、景気変動と有配偶女性の就業行動との関係について分析してい

く。 

 

  
第 2節 就業意欲喪失と追加就業の分析 
 
1 先行研究 
 
 これまで、日本における就業意欲喪失・追加就業に関する実証研究は、フローデータや

個票データ、パネルデータを用いて行われてきており、フローデータを用いた近年の研究

では、特に女性の就業（求職）意欲喪失効果が追加就業効果に比べ近年相対的に弱まって
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いることが指摘されている1。 

 他方、佐藤（2010）では、後述する KHPSの回顧データを用いて有配偶女性の就業意欲

喪失効果についてパネルロジット分析を行っている。これによると、今回の景気後退期と

時期がやや重複する 2007 年から 2009 年にかけてとバブル崩壊期（1990 年から 1992 年）

とを比べて女性の就業意欲喪失効果に変化が見られないという結果が得られている。 

 逆に、継続就業という観点の研究では、財団法人家計経済研究所2「消費生活に関するパ

ネル調査（JPSC）」を利用した樋口・阿部（1999）、樋口(2001)、武内（2004）などが挙げ

られる。樋口・阿部は、女性の継続就業に関するサバイバル分析から、同一企業か否かを

問わない労働市場における継続就業において、嘱託という就業形態だと正規従業員に比べ

継続就業年数は短いと指摘した。次に、樋口（2001）は労働市場における有配偶女性の継

続就業について、Mincer(1962)の分析による示唆から、夫の所得変動を恒常所得（3年間の

移動平均所得）と変動所得（前年からの変化）に分けて説明変数として導入し、さらに推

計された市場での提示賃金率（imputed market wage）も考慮してプロビット分析を行っ

た。その結果によれば、就業形態ではなく提示市場賃金率や夫の恒常所得が継続就業に違

いを生んでいる。一方、武内(2004)はパネル分析の結果、夫の所得ではなく女性の就業志向

の強さが女性の就業行動に影響を与えていることを示した。 

追加就業効果に関する先行研究は、Kohara(2010)がある3。Koharaは JPSCにおける

1993-2004年のデータを用いて、「追加就業効果」の検証を行った。その結果、長期的な景

気後退期であった 1990年代に、夫が失業した世帯においては妻が就業する傾向にあること

や、妻の就業状態が無業から就業へと変化し、また労働時間を増加させることを示した。

また同様の趣旨で、樋口(2001)は夫の所得変動と妻の新規雇用就業の関係を検証し、新規

雇用就業行動が夫の恒常所得に影響を受けることを明らかにした。 

 

 

２ 計量分析の手法 
 

不連続時間イベントヒストリーモデル(discrete-time event history analysis)によって有

配偶女性の非労働力化率を押し上げる要因、そして同じく労働力化率を押し上げる要因を

                                                   
1 黒田（2002）、太田･照山（2003）、吉田（2005）、桜（2006）など。 
2 現在、家計経済研究所は公益財団法人となっている。 
3 Kohara（2010）には Heckman and McCurdey(1980)、Lundberg(1985)、Cullen and Gruber(2000)、

Spletzer(1997)、Bingley and Walker(2001)、Fernandes and Felicio(2005)といった欧米の先行研究もま

とめられている 
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検証する。不連続時間イベントヒストリーモデルとは、イベントヒストリー分析の一種で、

イベントのハザード率が個人や家族、社会の属性にどのように依存するか回帰するもので

ある。ある一定期間をおいて起きるイベントの発生確率を分析する。この分析ではイベン

トが発生する可能性のある期間をリスク期間と呼んでいる。本節では、非労働力化（また

は逆に労働力化）をイベントとして捉え、リスク期間の開始時期を労働力化（非労働力化）

した時期とする。そしてこのリスク継続期間を関数として説明変数に導入することで、イ

ベント発生確率の継続期間依存のパターンを表すことが出来る。これによって、例えば労

働力化してから 3年後に非労働力化することと 20年後に非労働力化することとの差を考慮

出来るようになる。 

 

 

３ 使用するデータ  

  

本節の分析に用いるデータについて解説する。本節では、KHPSの 2004年調査から 2010

年調査（以下では KHPS2004-KHPS2010と表記）、及び JHPSの 2009年調査と 2010年

調査（以下では JHPS2009-JHPS2010と表記）の 2種類のデータを用いている。KHPSと

JHPS は共通の質問項目が多く、合わせて用いることでサンプル数を増やすことが出来る。

ただし、両者は調査対象者の年齢の上限に関する違いがあるため、必ずしもサンプル抽出

が一致しているわけではなく、２つを合わせること自体について議論が必要でもあるが、

本節で行う分析での失業者サンプルや非労働力化サンプル、及び若年層のサンプルをより

多く観察するためには KHPSと JHPSを合わせて用いる事が必要であると判断した。また、

同様の理由から、調査対象者の配偶者についてのデータも利用している。 

 KHPS と JHPS はパネルデータであるため、個人の就業状態の遷移に関して容易に知る

ことが出来、各期の所得や貯蓄といったデータも詳しく調査されているため、これらを変

数として利用する事が出来る。 

 前述の佐藤（2010）は回顧パネルデータであったため、利用可能な変数が限定されてい

たほか、リーマンショック（2008年 9月）の直後の KHPS2009（調査時期は 2009年 1月）

までしかデータに含まれておらず、記憶に新しい 2009年中の急速な雇用情勢の悪化時の状

況はデータに反映されていない。本稿では、所得や貯蓄といった変数を利用しながら、

KHPS2010および JHPS2010によってリーマンショックから 1年以上経過した後のデータ

も含めて分析を進めたい。 
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４ Heckman の 2 段階推計による提示賃金率の予測  
 

第 5項で実際の推計に入る前に、推計の説明変数として用いる提示賃金率（市場賃金率）

を推計・予測する。推計する必要があるのは無業のサンプルに対し企業から提示された潜

在的な賃金率が観察出来ないためである。ただし、無業を選択している人は、留保賃金率

（この場合、労働供給者がそれ以上の賃金であれば働こうとする最低限の賃金率）より提

示賃金率の方が低いため、就業サンプルに限って提示賃金率を推計するとサンプル・セレ

クション・バイアスが生じる恐れがある。そのため、ここでは Heckmanの 2段階推計によ

って算出している。被説明変数に実質賃金率の対数値を用いて推計し、説明変数は樋口

（2001）を参考にして選出した変数を用いる。 

1段階目は就業と非就業のどちらを選ぶのかという２者選択モデルを推計しており、説明

変数には年齢（および年齢の 2 乗）や学歴、都道府県完全失業率、就学前児童の有無、配

偶者の就業形態などをとっている。2 段階目は実質対数賃金率4を推計しており、説明変数

として学歴、勤続年数（および勤続年数の 2乗）、仕事の内容、従業員規模、就業形態、年

次ダミーをとっている。実質賃金率の外れ値については、欠損値とせず推計に用いるサン

プルから除いた。また、t-1期と t期の間に離職・入職・転職・休職などがある人も、正確

な賃金率を推定する妨げとなるのでサンプルから除いて推計している。ただし除いたサン

プルについても推計した係数で予測値が算出されるようにしてある。賃金率の予測に際し

ては、「事業閉鎖・会社倒産・自営業の廃業」、「解雇・人員整理」、「定年又はこれに準ずる

理由のため」というように離職理由が個人の意思とは無関係と考えられる場合以外は、前

期と同じ職場に継続就業した場合の予測値が算出され、上記以外の理由で離職した者を含

む無業者の予測値はダミー変数の基準となる非正規雇用・販売またはサービス職・5-29 人

規模の値となる。このダミー変数の基準は非労働力から就業した際に比較的多い割合を示

すものである。 

 

＜表 1 about here＞ 

 

＜表 2 about here＞ 

 

                                                   
4 ここでの実質対数賃金率は、前年の主な仕事からの収入を同年の消費者物価指数（持家の帰属家賃を

除く総合、2005年=100）でデフレートし、1週間の平均的勤務時間×52（週）で割って時給換算（円）し

たうえで対数化したものである。 
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５ 推計  

 

 以下では、労働需要者の行動を外生要因と捉え、労働供給者の主体行動を想定して分析

を行う。 

本研究でのイベントは非労働力化（または逆に労働力化）であるので、前期労働力状態

（非労働力状態）だったものが引き続き労働力状態（非労働力状態）にあれば 0、今期非労

働力状態（労働力状態）に移れば 1 という変数が被説明変数である。したがって、リスク

期間開始時には被説明変数が欠損値となっており、実際分析に含まれるリスク期間は 2 年

目からである。 

 推計式は以下のよう表せる。 

€ 

log pit
1− pit

 

 
 

 

 
 =α t + βk

k
∑ Xit,t−1k  

€ 

pitは t-1 期まで労働力状態（非労働力状態）だった者が t 期に非労働力（労働力）となる

確率を示す。 

 

 就業する意思を持つかどうかは、理論上、その人に企業が提示した賃金率と、その人の

留保賃金率（それ以上の賃金であれば働こうとする最低限の賃金率）の比較によって決め

られ、提示賃金率が留保賃金率を上回るならば、その人は就業しようとする。そこで、説

明変数には、リスク継続年数のダミー変数群、提示賃金率（対数値）、提示賃金率（対数）

と前期実質賃金率（対数）との比（提示賃金率/前期賃金率、提示賃金変化率と呼ぶ）5、世

帯金融資産額（預貯金額+有価証券額）、居住地の都道府県別有効求人倍率およびその変化

率、未就学児（6歳未満）ありダミー、子供人数（就学している子供の人数＋非婚かつ非就

学かつ非就業の子供の人数）、最終学歴ダミー、夫の恒常所得（過去 3年間の夫の所得の移

動平均）、夫の変動所得（1年間の夫の所得‐前期 1年間の夫の所得）、夫の失業ダミー、年

齢階級ダミー（20-59歳、5歳刻み）を用いた。非労働力化の分析には、前期失業者（求職

者）ダミーも用いて前期の状態をコントロールした。武内(2004)が変数として使用した就業

志向に関してはデータの制約上考慮出来なかった。尚、KHPS2004コホート、KHPS2007

新規コホート、JHPS のそれぞれの分布の異質性を考慮するため、KHPS 新規コホートダ

ミーと JHPS ダミーをそれぞれ加えている。提示賃金率を明示的に用いるため、他の変数

の影響が及ぶのは留保賃金率であると想定する。金融資産は内生性の恐れがあるので前期

                                                   
5 前期実質賃金率は前期無業者に関しては欠損値となるため、そうしたサンプルでは前期の実質提示賃金
率を代用して算出した。 
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の値となっている。尚、金額に関する変数は同年の消費者物価指数（持家の帰属家賃を除

く総合、2005年=100）でデフレートして算出している。この不連続イベントヒストリーモ

デル（離散時間ロジットモデル）の推計結果は表 4・表 5の通りである6。 

 

＜表 3 about here＞ 

 

＜表 4 about here＞ 

 

＜表 5 about here＞ 

 

 非労働力化イベント（これまで労働力であった人が非労働力化する行動）の分析結果で

ある表 4の分析結果を見てみよう。ここでは、model-A1と A1に夫の失業ダミーを考慮し

た model-A2、A1 に夫の恒常所得と変動所得を加えた model-A3 を推計している。全ての

モデルにおいて KHPS 新規コホートダミー、JHPS ダミーは有意とならず、コホートや調

査の違いが推計結果に大きな影響を及ぼしていないことが確認される。詳しい結果を見て

いくと、各モデルでリスク期間のダミー変数はほとんど有意ではなく、リスク期間の長さ

の違いは非労働力化イベント発生確率にほぼ影響を及ぼしていない。年齢階級も有意なも

のはないが、これは提示賃金を考慮したためと考えられる。一方、共通して有意でオッズ

比が 1 より大きいものは前期の失業状態ダミー、未就学児ありダミー、大学・大学院卒ダ

ミーであり、これらは非労働力化発生確率を高めている。他方、共通して有意でオッズ比

が１より小さいものは提示賃金率や子供人数であり、これらが大きいほど非労働力化発生

確率は低い。以上のオッズ比の１との大小関係は概ね理論上期待される通りである。大学・

大学院卒ダミーが有意なのは、彼女たちの留保賃金の高さや就業・雇用形態に起因するも

のと思われる。夫の失業は有意にはならなかったが、恒常所得は有意となっており、夫の

所得が恒常的に高いと妻は非労働力化しやすいという結果である。ただし、オッズ比は１

に近くその効果は限定的である。 

次に、労働力化イベント（これまで非労働力だったものが労働力化する行動）の分析結

果である表 5 を見てみよう。ここでは、表 4 と同様の変数を用いている。先程と同じくコ

ホートや調査の違いは推計結果に大きな影響を及ぼしていない。共通して有意なのは子供

の数と夫の恒常所得、夫の失業である。また有意水準はやや劣るが、夫の変動所得も有意

である。これらのオッズ比の 1 との大小関係は理論に反するものではない。ただし、夫の

                                                   
6 本稿では、推計結果にオッズ比を用いている。オッズ比とは、イベントが起こる確率と起こらない確率
の比であり、値が 1より大きい（小さい）ほど、起こる確率が相対的に高い（低い）ということを示す。 
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所得の変数は先程と同じく 1 に近い。提示賃金率を加えた場合を見てみると、提示賃金率

は非常に有意でオッズ比もかなり大きくなっている。同時に学歴や年齢が有意になり、非

労働力継続期間の有意な変数も変化が見られるが、これは、無業者への提示賃金率の予測

が正確に行われないことが一つ原因として考えられる。ただいずれにしても夫の失業や夫

の所得の恒常的・一時的な低下が妻の労働力化を促進している可能性が示された。 

 以上の分析をまとめると、リーマンショック後も含む景気の後退局面で、夫の失業や所

得に応じて、夫の所得補填のために妻の就業行動が変化する傾向があったことを示せた。

夫の所得が恒常的に低下する場合、僅かながら非労働力化確率を抑える効果がある。一方、

労働力化確率は恒常所得の低下に加え、夫の失業や単年の所得低下によっても上昇しうる。

夫の所得変動の効果はいずれもかなり不明確で限定的ではあるものの、労働力化の場合、

夫の失業が有意であり、恒常所得に加えて変動所得低下の効果も加わるため、ネットの効

果としては妻が労働市場に参入しやすいという傾向の可能性が指摘出来る。これが配偶者

失業率上昇の一因となったと考えられる。よって本節の結果は追加就業効果が相対的に強

まりつつある可能性を示唆するものと思われる。 

 

 

第 3節  むすび 
 

本稿では、近年の妻の非労働力化および労働力化という就業行動の変化をリーマンショ

ック後も含む景気後退及び夫の所得の変化や失業と関連させて分析した。計量分析の結果

によれば、妻の就業行動においては僅かではあるが夫の所得が影響を及ぼしており、また

非労働力化よりも労働力化の方が夫の失業や単年の所得変化にも反応しやすい。これは景

気後退期において家計所得を補填するため妻が労働市場に参入しやすいことを意味する。 

本稿の結果は、有配偶女性の労働市場からの退出が失業率悪化のバッファーになり得な

くなってきている事を意味している。女性の社会進出が進む中でこうした現象が見られる

ようになってきたとすると、現実的な政策としては、より効率的なジョブサーチや女性の

働きやすい社会環境・職場環境の整備によって雇用のミスマッチを解消し失業率上昇を抑

制するよりほかないであろう。 

今後、女性の就業にとってどのような政策が望ましいかをより具体的に明らかにしてい

く必要に迫られてくるであろう。景気後退と有配偶女性の就業に関してさらなる研究の蓄

積が進むことが望まれる。 
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